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要旨 

 水ロケットが水を噴射し推進力を得るのは飛距離の約20%しかないので、水ロケットに翼を付けること

で推進力を失った後の滑空の効率を向上させ、水ロケットの飛距離を伸ばすことを目的に研究を行った。

翼を付けることで滑空効率が本当に良くなるのかを確かめるために、水平に打ち出し比較する実験を行っ

た。その結果、滑空部分の飛距離は翼ありの機体のほうが大きくなることが分かった。 

 

１. 研究の背景・目的 

 水ロケットが推進力を得て飛行しているのは飛距離の約20%しかなく、それ以外は慣性で飛んでいると

いう論文を見つけ、興味を持った。水ロケットに翼をつけることで滑空の効率を上げれば、飛距離を伸ば

すことができるのではないかと考えた。上昇時の抵抗を減らすため、展開翼の製作を試みたが、上空で展

開させることが難しかったため、まずは固定翼を付けて滑空部分のみを比較した。 

 

２. 方法 

[使用した水ロケット] 

全長71.5cm、重心は先端から45cm、重さは184g(翼付き

は233g)、先端から25cmの位置にゴムをかける金具を左右

2か所に取り付けた。製作した翼は横70cm、縦11cmで，

0.9cm四方の角材で組んだフレームにビニールを張った。 

[実験の方法] 

風のほとんどない室内で実験を行った。ゴムの長さは引

っ張った機体の位置で固定した。飛距離は、ゴムを固定し

た位置の真下から、水ロケットの一部が接地した時のノーズコーンの先端までの長さと設定した。 

高さ75cmの机を並べてレールにし、2本のゴムで左右から引っ張り打ち出した。その様子を横から動

画で撮影するとともに飛距離を測定し、翼のある機体とない機体とでそれぞれ5回ずつ繰り返した。ま

た、撮影した映像をVLC media playerで1フレームごと(ビデオのフレーム率が29.99フレーム/秒のた

め約0.03秒ごと)に切り出した後、画像解析ソフトImageJ(FIJI)を用いてノーズコーンの先端でトラッ

キングを行い飛行の軌道を比較した。 

 

３. 結果 

翼の有無によって飛距離に差が出るのかを調べ

るため、水ロケットを水平に打ち出し、滑空部分

の飛距離を比較した。その結果、右の表に示すよ

うに、翼ありの機体の方が、飛距離が長くなるこ

とを確認できた。 

また，それぞれの水ロケットが接地した瞬間のフレームを合成し、飛行の軌道を下図のようにプロッ

トした(赤：翼あり、黄：翼なし)。

 

翼ありの機体は水平に飛び出した後、少し頭を上げた姿勢を維持して(25フレーム時点では9.7°)降

下していったのに対し、翼なしの機体は発射後すぐに頭が下がっていた。  

 1 2 3 4 5 平均 

翼あり(ｍ) 5.6 6.6 6.3 6.1 5.9 6.1 

翼なし(ｍ) 2.5 2.5 2.5 3.0 2.8 2.66 



２つの機体で、X軸方向とY軸方向に分けた速度は下図のとおりである(横軸：距離, 縦軸：速度)。そ

れぞれのグラフの横軸で負の値があるのは、打ち出し前のノーズコーンが飛距離を測る際に0と設定した

位置よりも前に来てしまったためである。速度-Yは正のとき上昇、負のとき下降していることを示す。 

グラフから、X軸方向・Y軸方向の速度は、どちらも翼なしの機体の方が速くなることがわかった。こ

れは翼なしの機体の方が軽く、空気抵抗も少ないために加速しやすいのに対し、翼ありの機体は加速しに

くいものの翼で揚力を発生させているため落下の速度が遅くなったからだと考えられる。 

 

４. 考察  

 結果から翼により滑空の効率が上がることが分かったため、上空で翼を展開することができれば打ち上

げ実験でも飛距離が伸びると考えられる。また詳しい解析はできなかったが、木の板で翼を製作し今回の

実験と同様に打ち出したところ、翼なしの機体と同程度の飛距離だった。ビニール製の翼付きの機体のよ

うな飛距離が出なかった原因として、翼が重すぎたこと(全体で314g)、板よりもビニールのフィルムの

方が風を受けたときに飛行機の翼型に近い形になることが考えられる。速度が速くないことも相まって、

翼を付けたとしても機体の重量と効率よく揚力を生み出せるかで飛距離は大きく変化すると考えられる。 

 

５. 結論・まとめ 

 水ロケットに翼を付けることにより滑空の効率が上がり、推進力を失った滑空部分での飛距離が伸び

た。これからは翼の展開方法を考え、打ち上げ実験の際にも飛距離が伸びるようにしたい。 
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